
岸
田
政
権
は
、
タ
ガ
が
外
れ
た
よ

う
な
危
険
な
暴
走
を
始
め
て
い
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
と
大
軍
拡
を

宣
言
し
た
「
安
全
保
障
３
文
書
」
の

閣
議
決
定
、
10
兆
円
を
超
え
る
軍
事

費
を
計
上
し
た
来
年
度
予
算
案
決
定

な
ど
、
憲
法
を
踏
み
つ
け
に
し
、

「
専
守
防
衛
」
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
へ
の
道
を
突
っ

走
っ
て
い
ま
す
。

原
発
問
題
で
も
、
「
原
発
依
存
度

を
可
能
な
限
り
低
減
す
る
」
「
新
増

設
・
建
て
替
え
は
し
な
い
」
「
老
朽

化
原
発
は
廃
炉
に
す
る
」
と
い
う
政

府
方
針
を
大
転
換
さ
せ
て
、
福
島
第

一
原
発
の
大
事
故
を
忘
れ
た
か
の
よ

う
な
原
発
回
帰
の
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
政
府
自
身
が
原
則
と
し

て
き
た
こ
と
を
、
選
挙
で
の
審
判
を

仰
ぐ
こ
と
も
せ
ず
、
一
片
の
閣
議
決

定
で
強
行
す
る
大
転
換
は
、
民
主
主

義
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
も
の
で
す
。

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
と
営
業
に
襲

い
か
か
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
国
民

が
生
活
苦
に
あ
え
ぎ
、
中
小
業
者
が

倒
産
・
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

に
も
か

か
わ
ら

ず
、
岸

田
政
権

は
、
破

綻
し
た

ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス

と
弱
肉

強
食
の

新
自
由
主
義
に
固
執
し
、
全
く
の
無

為
無
策
で
す
。

政
治
の
モ
ラ
ル
破
壊
が
極
限
に
達

し
て
い
ま
す
。
旧
統
一
教
会
と
自
民

党
の
深
刻
な
癒
着
が
大
問
題
と
な
り
、

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が
噴
き
出

し
、
大
臣
や
政
務
官
が
辞
任
に
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
岸
田
首
相
に
反
省
も
な
け
れ
ば
、

自
浄
能
力
の
か
け
ら
も
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
当
事
者
任
せ
に
し
て
、
癒
着

と
疑
惑
に
フ
タ
を
す
る
姿
勢
を
続
け

て
い
ま
す
。

岸
田
政
権
が
当
初
掲
げ
た
「
聞
く

力
」
「
新
し
い
資
本
主
義
」
な
ど
の

看
板
は
、
す
っ
か
り
剥
げ
落
ち
ま
し

た
。
自
ら
の
「
保
身
と
延
命
」
の
た

め
に
は
何
で
も
や
る
。
こ
れ
が
、
低

支
持
率
に
あ
え
ぐ
、
岸
田
首
相
の
行

動
原
理
で
す
。
安
倍
首
相
に
こ
び
を

売
っ
て
「
国
葬
」
を
、
米
国
に
こ
び

を
売
っ
て
大
軍
拡
を
、
財
界
に
こ
び

を
売
っ
て
原
発
回
帰
へ
の
大
転
換
を
、

と
い
う
戦
後
最
悪
の
亡
国
政
権
に
日

本
の
政
治
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
岸
田
政
権
の
暴

政
と
正
面
か
ら
対
決
し
、
国
民
の
切

実
な
願
い
を
掲
げ
て
、
各
分
野
か
ら

国
民
的
な
運
動
を
起
こ
し
、
「
国
民

が
主
人
公
」
の
新
し
い
日
本
の
政
治

を
求
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●
通
院
に
ハ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
て
い

た
が
、
予
約
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、

戸
惑
っ
て
い
る
。
●
バ
ス
停
ま
で
は

遠
い
の
で
、
特
に
雨
の
日
は
大
変
な

装
備
を
し
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
●
八
丈
島
の
自
然
を
ゆ
っ
く
り

楽
し
み
た
い
観
光
客
が
、
ハ
イ
ヤ
ー

の
予
約
シ
ス
テ
ム
が
な
く
な
っ
た
こ

と
や
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
な
ど
で

困
っ
た
話
を
聞
く
。
●
急
病
人
が
出

て
も
救
急
車
は
頼
め
な
い
し
、
ハ
イ

ヤ
ー
が
混
ん
で
い
て
長
く
待
っ
て
ハ

ラ
ハ
ラ
し
た
、
な
ど
な
ど
、
島
民
の

生
活
や
命
と
直
結
す
る
不
安
、
特
に

移
動
手
段
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
出
て

い
ま
す
。

高
齢
者
人
口
比
率
の
高
い
八
丈
島

で
は
、
移
動
手
段
を
知
人
や
隣
近
所

に
頼
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
、
交
通
事
故
な
ど
も
想
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
自
動
車
免
許
返
納
や
昨

今
の
諸
物
価
の
値
上
が
り
で
、
ガ
ソ

リ
ン
代
や
修
理
費
な
ど
が
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
、
車
を
手
放
す
人
も
出

て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
に
言
わ
れ
る
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
や
病
気

な
ど
、
タ
ク
シ
ー
営
業
者
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
観
光
客
が
減
り
、
島
民
と

も
ど
も
乗
車
が
減
り
ま
し
た
。
ド
ラ

イ
バ
ー
も
コ
ロ
ナ
感
染
に
は
気
を
遣
っ

て
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
更
に
、
若

者
の
車
離
れ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
う
い
う
現
状
を
み
て
、
東
京
都

が
事
業
実
施
者
、
八
丈
町
が
協
力
と

い
う
形
で
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

試
験
運
行
が
１
月
23
日
か
ら
２
月
22

日
ま
で
の
一
か
月
間
（
土
日
運
休
）
、

無
料
で
行
う
旨
、
八
丈
広
報
１
月
号

に
お
知
ら
せ
が
入
り
、
説
明
会
も
開

か
れ
ま
し
た
。

都
や
町
が
、
住
民
の
生
活
上
の
問

題
を
行
政
に
反
映
し
て
、
安
心
・
安

全
・
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
に
は
、
私
た
ち
の
建
設
的
な
意

見
を
届
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

す
で
に
日
本
各
地
で
は
、
住
民
移

動
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
、

住
み
よ
い
八
丈

町
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

第８２号（１） と ん め て ２０２３年 １月２３日

町
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
期
待
す
る

２
０
２
３
年
新
春
に
あ
た
り

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す

日
本
共
産
党
八
丈
島
支
部

暴
走
す
る
危
険
な
岸
田
政
権
。

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
！

切
実
な
要
求
で
の
新
た
な
闘
い
を

第８２号
日本共産党

八丈島支部
Tel 2-4705

住
民
の
願
い
実
現
は
、
政
治
の
使
命



イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
制

度
は
、
売
り
手
が
買
い
手
に
正
確
な

消
費
税
額
等
を
伝
え
る
請
求
書
発
行

制
度
で
、
今
年
の
10
月
１
日
か
ら
実

施
予
定
で
す
。
登
録
申
請
手
続
き
は

原
則
３
月
末
で
す
が
、
特
例
で
９
月

末
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を

仕
入
れ
先
が
発
行
し
な
い
と
、
仕
入

れ
税
額
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在

は
、
売
り
上
げ
１
千
万
円
以
下
の
事

業
者
は
消
費
税
の
納
税
義
務
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
全
く
無

関
係
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
相
手
に
請

求
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き

な
い
と
、
①
イ
ン
ボ
イ
ス
に
登
録
す

る
か
、
②
取
引
を
あ
き
ら
め
る
か
、

③
消
費
税
分
を
値
引
き
す
る
か
を
迫

ら
れ
ま
す
。

八
丈
の
農
業
者
は
、
ほ
ぼ
９
割
が
、

漁
業
者
・
自
営
商
工
業
者
も
多
く
が

消
費
税
免
税
事
業
者
で
す
の
で
、
右

記
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
八
丈
町
で
昨
年
11
月
に

行
わ
れ
た
芝
税
務
署
の
イ
ン
ボ
イ
ス

講
習
会
は
、
参
加
者
は
た
っ
た
の
４

人
。
内
容
が
理
解
し
に
く
く
、
町
民

の
ほ
と
ん
ど
は
無
関
心
で
す
。

売
り
上
げ
１
千
万
円
を
超
え
る
事

業
者
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
の
た
め

「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
の
登

録
が
必
要
で
す
。
免
税
業
者
と
取
引

す
る
と
消
費
税
負
担
が
増
え
る
た
め
、

自
分
が
肩
代
わ
り
す
る
か
、
取
引
を

見
直
す
必
要
が
で
て
き
ま
す
。

最
近
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
問

題
点
が
理
解
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
か
ら
中
止
を
求
め
る
声
が
大
き
く

な
る
な
か
、
「
３
年
間
は
納
税
額
を

売
り
上
げ
税
額
の
２
割
に
」
な
ど
の

「
激
変
緩
和
措
置
」
が
出
さ
れ
ま
し

た
。し

か
し
、
そ
も
そ
も
消
費
税
ゼ
ロ

だ
っ
た
の
に
、
３
年
間
税
金
を
ま
け

て
や
る
か
ら
課
税
業
者
に
な
れ
と
い

う
の
は
お
か
し
な
話
で
す
。
政
府
・

与
党
も
こ
の
ま
ま
で
は
実
施
で
き
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
、
「
激
変

緩
和
」
を
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

で
す
。
多
く
の
免
税
業
者
を
廃
業
に

追
い
込
む
イ
ン
ボ
イ
ス
を
中
止
さ
せ

る
た
め
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
・
中
止
、
消
費
税
は
今
す
ぐ

に
５
％
に
」
の
要
求
署
名
に
さ
ら
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ご
質
問
、
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た

「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等

に
お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調

査
及
び
利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
」
（
令
和
３
年
６
月
成
立
・
法
律

８
４
号
）
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

「
重
要
施
設
（
防
衛
関
係
施
設
等
）

及
び
国
境
離
島
等
の
機
能
を
阻
害
す

る
土
地
等
の
利
用
を
防
止
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
、
立
法
の
背
景
に
つ
い

て
「
防
衛
施
設
周
辺
や
国
境
離
島
の

土
地
等
が
、
外
国
人
等
そ
の
地
域
と

関
係
の
な
い
者
に
売
却
さ
れ
る
な
ど

し
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
を
脅
か
し

か
ね
な
い
」
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

故
に
国
家
安
全
保
障
上
土
地
等
の
取

引
等
に
つ
い
て
規
制
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
①
防
衛
施
設
、
原
子
力

施
設
な
ど
国
家
安
全
保
障
上
重
要
な

施
設
の
敷
地
及
び
周
辺
区
域
、
②
国

境
離
島
の
区
域
、
が
対
象
で
あ
り
、

「
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
10
月
11
日
、
政
府
は

ら
、
次
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
２
）
４
７
０
５

通
称
「
土
地
利
用
規
制
法
」
に
基
づ

き
「
特
別
注
視
区
域
」
29

カ
所
、

「
注
視
区
域
」
29
カ
所
の
計
58
カ
所

の
候
補
地
を
提
示
し
ま
し
た
。
同
日
、

内
閣
府
の
「
土
地
等
利
用
状
況
審
議

会
」
で
提
示
さ
れ
た
の
は
北
海
道
、

青
森
、
東
京
、
島
根
、
長
崎
の
５
都

道
県
に
属
す
る
無
人
の
国
境
離
島
と
、

離
島
な
ど
に
所
在
す
る
自
衛
隊
基
地

で
す
。
こ
の
中
に
「
注
視
区
域
」
と

し
て
「
八
丈
島
（
６
区
域
）
」
、

「
特
別
注
視
区
域
」
と
し
て
「
八
丈

小
島
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の

動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
東
京
都
で

は
他
に
市
町
村
が
未
確
定
の
鳥
島
も

候
補
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
今
後
、
図
案
を
自
治
体
に

提
示
し
て
意
見
聴
取
を
実
施
し
ま
す

が
、
や
り
と
り
は
全
て
非
公
開
で
行

わ
れ
、
審
議
会
で
了
承
さ
れ
る
ま
で

公
開
さ
れ
ず
、
住
民
の
意
見
表
明
の

場
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
な
ぜ
八
丈
島
、
八
丈
小
島
が

指
定
区
域
と
な
っ
た
の
か
明
確
な
説

明
は
な
く
、
今
後
の
見
通
し
も
不
透

明
で
す
。

「
土
地
利
用
規
制
法
」
は
、
国
が

重
要
と
考
え
た
施
設
の
周
辺
１
キ
ロ

と
国
境
離
島
を
「
注
視
区
域
」
に
指

定
し
、
利
用
状
況
を
調
査
し
て
「
機

能
阻
害
行
為
」
が
あ
れ
ば
利
用
中
止

を
命
令
、
勧
告
し
、
従
わ
な
け
れ
ば

刑
事
罰
を
科
し
ま
す
。
何
が
「
機
能

阻
害
行
為
」
に
あ
た
る
の
か
は
政
府

の
裁
量
次
第
で
す
。
特
に
重
要
な
施

設
は
「
特
別
注
視
区
域
」
に
指
定
さ

れ
、
一
定
面
積
以
上
の
不
動
産
取
引

に
事
前
届
け
出
を
義
務
付
け
ま
す
。

国
防
の
名
の
下
に
、
私
達
島
民
の

生
活
が
制
限
、
規
制
さ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
岸
田
政
権
は
大
軍

拡
に
大
き
く
舵
を
切
り
、
議
論
の
余

地
す
ら
与
え
よ
う
と
は
し
て
い
ま
せ

ん
。「

八
丈
島
が
軍
事
基
地
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
」
こ
と
を
見
据
え
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
人
口
減
少
が
続
く
島
の
活
性
化
の

た
め
に
、
自
衛
隊
を
誘
致
し
た
ら
ど

う
か
」
と
い
う
よ
う
な
声
も
漏
れ
聞

こ
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ミ
サ
イ

ル
で
真
っ
先
に
狙
わ
れ
る
の
は
軍
事

基
地
で
す
。
そ
の

よ
う
な
道
を
歩
ん

で
は
な
り
ま
せ
ん
。

第８２号（２） と ん め て ２０２３年 １月２３日

な
ぜ
、
八
丈
・
小
島
・
鳥
島
が

土
地
利
用
規
制
法
の
対
象
？

反
対
の
声
を
広
げ
、政
府
を

イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
に
追
い
込
も
う

秘
密
主
義
的
に
物
事
が
進
む

島
の
農
漁
業
者
・
商
工
業
者
を
苦
し
め
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を
！


